
求職者、ハローワークを離れる！

◆警視庁保安課は、3日、本人に代わって退職の意
思を伝える退職代行サービス「モームリ」の運営
会社「アルバトロス」（横浜市）社長、谷本慎二容
疑者（３７）ら2人を弁護士法違反（非弁行為）の疑
いで逮捕した。弁護士資格がないにもかかわら
ず、依頼者を弁護士に紹介し報酬を得ていた疑
いがある。

◆≪中略≫退職するという意思の伝達は無資格者
でも可能だが、残業代の算定や退職金の支払い
を巡る交渉は法律的な事務に当たり、弁護士に
依頼する必要がある。アルバ社でも法律事務が
生じる可能性がある場合には、依頼者に弁護士
法人を紹介していた。

◆依頼を受けた2つの弁護士法人からは、アルバ社
が提携先としていた労働組合「労働環境改善組
合」への賛助金やウェブ広告の業務委託費名目
で、紹介者に1人当たり1万6500円が支払われて
いた。組合の代表はアルバ社の社員が務めてい
た。同課は労働環境改善組合やウェイブ広告業
務に実態はなく、賛助金や業務委託費はアルバ
社側への「紹介料」に当たるとみている。一連の
あっせんが法律業務の公平性や依頼者の利益を
損なう悪質な行為と判断した。≪中略≫

◆弁護士法は、弁護士でない者が報酬を得る目的
で法的な交渉を第三者にあっせんすることを非
弁行為として禁じる。弁護士が無資格者からあっ
せんを受けることも非弁提携として禁止している。
≪後略≫日本経済新聞 朝刊 26/02/04【3５面】
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ノジマ、初任給40万円

即戦力のバイトを正社員に
「モームリ」社長ら逮捕

退職代行  無資格で弁護士紹介疑い

◆家電量販店大手のノジマは勤務評定が高い自社
アルバイトに初任給４０万円の採用枠を設ける。２０
２６年4月の新卒入社から対象とし、２６年度から引
き上げる通常の採用枠（３４万４０００円）に比べ６万
円弱（１６％）高く設定した。産業界全体でトップク
ラスの厚遇で業務を理解する即戦力の人材を確
保する。

◆ノジマは「出る杭入社」と言う名称で新採用枠を設
けた。アルバイト勤務歴１年以上の大卒対象とな
る。従業員が販売した商品ごとにポイントを付けて
おり、合計値を勤務時間で割った生産性などで評
価する。

◆２６年４月入社の大卒５４０人のうち、高い評価を得
た新採用枠による内定者は７名。２７年は６００人規
模の採用計画のうち最大２００人まで広げる。通常
の大卒初任給も３４万４０００円と２５年比で１２％増
やす。

◆ノジマの新卒採用枠の４０万円は基本給が３５万
円で固定残業代を含む。ファーストリテイリング（37
万円）やサイバーエージェント（42万円）、サイボー
ズ（40万円）などと並ぶ高水準に設定された。

◆アルバイト経験者は店舗運営や商品への理解が
深い。ただ現状、ノジマに入社するアルバイト経験
者は大卒入社の7％程度（25年度）に過ぎない。
入社後に即戦力となるため、いかにアルバイト経
験者を自社にとどめるかが課題となっていた。

日本経済新聞 朝刊 26/02/12【１面】
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◆ハローワークの地盤沈下が進んでいる。日本経済
新聞の求人データ分析によると、主要職種の賃金
が民間サービスより１～２割低かった。民間業者に
求職者が流れ、条件の良い求人が減少してハロ
ーワークがさらに敬遠される悪循環に陥っているよ
うだ。

◆求人ビッグデータ事業のフロッグ（東京・千代田）
が集める約7000万件の正社員求人データを基に
平均下限賃金（月給）をハローワークと主要民間５
媒体で職種ごとに比べた結果、2025年はフロッグ
が定義する22の大分類職種すべてで、ハローワー
クが民間平均を下回った。ハローワークの求人は
、エッセンシャルワーカーの多い「医療・医薬・福
祉」「運輸・物流・配送」が全体の約半数を占めて
いる。こうした求人の賃金は民間より約1割低かっ
た。次いで求人の多い「営業・事務・企画」でも約2
割程度低かった。更に細かく132の中分類職種で
分析すると、「看護師・准看護師・保健師・助産師」
の賃金差は20年の5.6％から25年には9.1％に、医
師や理学療法士などを含む「医療系専門職」は20
年の4.8％から8.2％に拡大。「運送・配送・倉庫系
作業」は20年以降、16～17％の賃金差があり、「介
護・福祉」は３～４％の差が縮まらない。

◆民間サービスはオンラインが主体で、スマホにな
じんだ若年層は、窓口対応が基本のハローワーク

より民間を選びやすい。ハローワークの２０代以
下の利用者は２割程度だが、大手転職サービ
ス「doda」は５割に上るという。加えて、民間サ
ービスには、求人企業が求職者に直接アッピ
ールできるスカウト機能も充実し、条件に合う
人材を採用しやすい面もある。

◆採用コスト面では、ハローワークへの求人掲出
は無料だが、民間サービスで採用すると年収
の３０％程度を手数料として支払う必要がある
。求人広告を出すだけでも採用した場合の成
功報酬として一人当たり数十万円を求められ
ることもある。事業者は採用コストが増える。

◆医療・介護業界にとってハローワークは人材確
保に不可欠なインフラ、全国介護事業者連盟
によると「ハローワークに応募してくるのはネット
が使えない高齢者などが多い。民間サービス
に頼らざるを得ない。」と言う。診療報酬や介
護報酬は公定価格であり。採用コスト増は経
営に痛手となる。

◆ハローワークは高齢者や障害者など「就職困
難者」のセーフティネット、加えて職業訓練な
どの情報提供機能もあり民間では代替できな
い。とすれば、利用者にとって使い勝手を高め
るためIT・ネット分野への投資も必要だ。

情報源：日本経済新聞 202６/１/１８
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Chapter ４ 新しいビジネスを生み出す
デジタライゼーション

1．データを活用したビジネスを

１）DXのポイントはデータドリブンの考え方
  ここまでデジタイゼーションでアナログ

データを変え、デジタライゼーションでデー

タ収集の流れのつくり方を述べてきました。

このデータを中心にする「データドリブン」と

言う考え方こそ、DXの根幹です。「データド

リブン」とは「データで駆動する」と言う意味

で、得られたデータをもとに次の意思決定、

アクションを起こしていくということです。

ビジネスでの意思決定は悩ましく、複数の

選択肢からより良いものを選ぶということはス

トレスもかかります。データドリブンでは意思

決定の一部をITに任せることで、人間の意

思決定を後押しし、人間が決断することの

ストレスを軽減してくれます。

DXはシステムの中心にデータを置くこと

で、より良い意思決定を素早く、可能な限り

自動的に行うという狙いがあります。売上拡

大など会社の利益につなげ、更にはビジネ

スモデルの進化につなげられます。

２）なぜDXはデータが重要なのか

DXがデータにこだわる理由は３つ。一つ

目は、データを分析すれば「より良い意思決

定」が出来る。ビジネスは決断の連続で、選

択肢により結果は無数に生じてきます。

2つ目は、たとえ正解でなくても、データ分

析を通してベターな決断が出来れば結果

は良いものになります。また、データを使え

ば「素早い意思決定」もできます。例えば、

新しい市場に進出する、トレンドに合わせて

商品を投入する、と言うような場合には「ス

ピーディな意思決定」が欠かせません。

そして、3つ目は、「意思決定の自動化」で

す。条件に応じて機械的に判断すれば足り

る場合には、あえて人間は判断する必要は

ないでしょう。

３）デジタル化が支えるビックデータ

データドリブンを支えるのが「ビックデータ」

です。ビックデータとは、Excelなどで扱えな

いほどの大量のデータを表す言葉です。

データドリブンによってアクションを起こし

たら、その結果得られたデータも活用し、次

のアクションにつなげていきます。そのように

データが集まれば集まるほど、つまりビック

データを保有することで、ビジネスの精度が

高まり、可能性は広がっていきます。

従って、これまでやってきたデジタイゼー
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雑感：今年の１月１９日、突然、高市首相は２３

日の通常国会召集日に解散すると発表。大義

は、「高市早苗が、内閣総理大臣で良いのか」

を問うというもの。衆院総選挙は２７日公示、２

月８日投開票と言う最短の日程で行われた。そ

の結果、自民圧勝、単独で定数の３分の２を確

保。これで、衆院で法案の再可決が可能にな

り、自維連立政権の政策が進めやすくなった。

逆に言えば、我々有権者は首相に強い権力を

集中させる道を選んだということだ。事実上の

白紙委任との指摘もあったが、世界は「力こそ

正義」弱肉強食に激変したので、どう日本の舵

取りをしていくのか見守るしかない。不安？？
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ションやデジタライゼーションは、ビック

データを作るためともいえます。ですか

ら、デジタイゼーションを行うのは、「集め

られないデータが生まれるのを防ぐため」

とも言えます。例えば、営業活動を分析

したいとき、紙に書かれた電話メモでは

分析しようがありません。デジタイゼー

ションを行って、CRMなどに営業活動の

デジタル記録を入れてもらう必要がありま

す。そして、デジタライゼーションが必要

なのは、ビジネスプロセス上を流れる

データを網羅し、分析に必要な量のデー

タを継続的に集めなければデータドリブ

ンな意思決定が行えないのです。

デジタイゼーションでアナログデータを

デジタルデータに変え、デジタライゼー

ションでデータ収集の流れを作り、ビック

データを収集し始めることでデータドリブ

ンに意思決定ができ、会社を変革でき

る、のです。

４）データを使いビジネスモデルを転換

データを使ったビジネスの成果は、BI、

AI、ビジネスモデルチェンジの3つのス

テップに分かれます。

第１ステップはBIを使ったデータ分析に

よる意志決定。BIは「Business In-

tellgence」の略で、データ分析で意思決

定の精度とスピードの向上です。デジタ

ライゼーションを通じて収集したデータを

リアルタイムに収拾し、分析します。

第２ステップはAIによる意志決定の自

動化です。ＡＩは「Artificial Intelli-

gence」の略で、データ分析の機械的な

再現や高度な予測を目指します。BIで

分析した判断が正しければ、AIを使い

その判断を自動化します。

第３ステップはBIやAIを使いデジタラ

イゼーションを究極まで高度化し、デー

タを外部に開放するビジネスモデル転換

です。ここまで来るといわゆるDXになりま

す。例えば、スニーカーメーカーのナイキ

では製造工程をデジタライゼーション

し、売れるスニーカーのデザインパター

ンをデータ分析しています。これにより、

「売れ筋のスニーカーのデザインパター

ンを選択➔靴紐や靴底などのパーツを

選択→即時にユーザーがカスタマイズし

たスニーカーをオーダー」出来る「マイカ

スタマイゼーション」と言うビジネスモデ

ルを開発しています。


